
越
中
の
．
N
は
東
の
端
、
越
後
の
百一
と
境

一
－L
る
と
伝
え
ら
れ
る
古
い
白
山
内
の
年
で
は

す
る
境
村
に
、
真
バ
宗
の
い
い
い判
、
護
ぱ
一
守
一

あ
る
が
、
天
川
崎
五
一
小
正
月
廿
日
の
夜
山
ら

が
在
る
。
そ
の
設
問
中
古
川
太
常
わ
る
J
J

に
、
五

一
火
を
失
し
て
一

山
悉
く
日
々
嬬
に
帽
し
、
そ

大
力
鵠
一
堂
が
連
立
さ
れ
て
い
る
。

の
後
再
建
さ
れ
た
が
、
昭
和
の
今
日
、
終

そ
も
／

よ
」
の
護
扇
谷
に
往
古
、
弘

主

戦

後
間
も
な
く
、
再
び
火
を
失
し
て
焼
失

大
怖
が
北
陸
廻
慌
の
時
、
じ
ら
彫
刻
し
た

一
し
て
し
ま
っ
た
。
数
次
に
一
只
る
火
災
の
為

と
伝
え
ら
れ
る
五
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
た

一
に
今
は
台
文
構
等
水
遣
さ
ず
、
詳
し
〈
知

る
術
も
な
い
が
、

H

V

A

H

h

m

一

－

7
1

護
摩
鮮
は
、
誕
国
土
寸
の
後
方
に
当
る
山

此
の
護
国
寺
は
弘
法
大
師
の
開
基
に
か

一
と
に
あ
っ
て
、
眺
望
笑
に
名
状
し
難
く
、

昭和；H年10月iδ日，発行ひ

境
、
護

国

寺

護

摩

谷

の
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九

月

一
五
日

一
ゼ
日

一
九
日

二
O
H

選
挙
管
理
委
員
会

例
月
監
査

農
業
委
員
会
書
記
協
議
会

県
知
事
選
挙
候
補
者
立
会
演
説

会県
知
事
選
挙
執
行

民
生
常
務
蚕
員
会

共
同
募
金
地
区
割
当
協
醸
会

町
融
会
産
業
委
員
会

町
議
会
総
務
委
員
会

臨
時
町
議
会

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
九
日

校
ぷ
り
而
臼
b
J
、
松
の
老
樹
あ
り
、
人
こ
一

れ
を
、
謎
牒
谷
の
怯
と
称
し
て
い
る
。

一

弘
法
大
師
此
の
松
の
下
に
て
、

護
摩
執
行

一

な
さ
れ
し
為
に
、
議
離
谷
の
遭
名
が
あ
る

一

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一

玲

ひ

A
H

一

弘
法
大
師
の
彫
刻
に
か
L
る
究
大
力
持
一

を
此
の
護
摩
谷
に
安
躍
し
て
あ
っ
た
が
、

一

週
牒
谷
の
遥
か
海
上
を
航
海
す
る
舟
が
、

一

時
々
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今

日
の
護
国
寺
の
境
内
へ
下
し
位
烹
し
た
。

一

そ
の
た
め
通
舵
は
何
の
障
り
も
な
か
っ
た

一

と
伝
え
ら
れ
て
い

る

。

一

秋
の
紅
葉
狩
り
に
、
境
関
所
の
祉
を
た
一

づ
ね
て
、
そ
の
後
に
そ
び
え
る
御
亭
山
、

一

山
伝
い
に
謹
国
土
寸
に
荷
で
、
足
を
の
ば
し

↑

て
、
謹
厚
谷
に
登
る

一
臼
の

ハ
イ
キ
ン
グ

一

と
し
て
は
駿
に
快
適
な
コ

ー
ス
と
云
え
る

一

－O月
四三五七八九

日
一O
日

－
一一日

一
三
日 日

一
富

山

県

知

事

選

挙

終

る

教
育
委
員
会
議
委
員
初
会
合
ニ

吉

田

新

知

事

の

出

現

一

十
カ
年
の
長
年
月
に
一
旦
る
一
防
止
県
政
に

泊
小
学
校
運
動
会

一一終
止
符
を
打
っ
て
、
前
知
事
高
辻
武
邦
氏

厚
生
寮
事
務
監
査

一
の
勇
退
は
、
今
次
知
事
遺
品
位
’
に
見
ら
れ
る

山
崎
小
学
校

運

動
会

－我
が
富
山
県
に
か
つ
て
な
か
っ
た
大
級
戦

犬
家
庄
小
学
校
グ

－
が
展
開
さ
れ
た
。
今
度
税
県
民
が
溢
挙
に

南
保
小
学
校

g

一
深
い
関
心
を
示
し
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

泊
中
学
捜
運
動
会

一ぅ
。
一

前
知
事
の
後
継
者
と
も
見
ら
れ
る
、
成

野
中
小
学
校
運
動
会

一
回
前
副
知
事
に
対
し
、
従
業
団
体
、
社
会

小

川

中

学

校

運

動

会

一

覚

等
革
新
政
党
を
パ
ッ
ク
に
出
馬
し
た
吉

五
箇
庄
小
学
校
運
動
会

一回
実
氏
と
の
決
戦
と
な
っ
た
。

一政
符
与
党
、
現
政
界
に
於
け
る
第

一
党
と

臨
時
町
議
会

一一
自
負
し
た
自
民
党
の
推
す
成
田
氏
遂
に
欣

宮
崎
小
学
校
運
動
会

一
れ
て
土
門
田
新
知
事
の
出
現
と
な
っ
た
。

笹
川
小
学
校

v

－

朝
日
町
に
於
け
る
投
現
率
は

教
育
蚕
員
会

一

有
楠
者
総
政
・
一
回
、
五

一
二
人
に
対

町
議
会
文
厚
委
員
会

一
し
七一一
、
四
一一一

μで
前
回
の
参
議
院
選
に

一比
し
六
、

二
パM
F
鴻
で
あ
っ
た
。

H
H
H
U

，‘nHv
z
n

”HH
d
uv
品
川
M
E
A刊
H
H
H
U

’A川
M
E
A
H
H
U
H

ド，AH
v
r

、HH
H
H
H
V

’AU
V
Z
En

－－i川
町
晶
H
V

’AnH
H
U
H
VZ
A
H
I、『A
H
NH
HU
VE
A
U
V

且、

umの
底
入
れ
を
一
応
終
っ
た
朝
日
町
の
段
業
地
帯
は
、
ヤ

レ
／
＼
と
云
っ
た
と
こ
ろ
、

事
か
ら
秋
え
と
苦
労
の
迎
税
、

そ
の
労
苦
を
慰
め
、
収
入
れ
の
感
謝
た
こ
め
て
悶
守
の
礁
の

中
か
ら
太
肢
の
奮
は、

高
ら
か
に
ひ
ピ
今
、
減
る
頃
：
・
：
：
：
。

朝
日
町
泊
で
は
、
明
徳
太
子
の
御
徳
を
偲
ん
で
、
大
工
組

合
が
始
め
た
太
子
摂
は
今
は
泊
商
工
会
と
述
合
で
、
に
ぎ
や

か
な
奉
納
行
事
が
繰
り
慢
げ
ら
れ
る
。
近
郷
近
在
の
人
等
で

街
は
雑
踏
す
る
。

白
吋包
診
l
h

日目日日日日詩物

祭

風5主
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さあ (2) 

町

議

会

新
教
委
任
命
に
同
意

昭和31年10月15日発行

第
六
回
臨
時
町
議
会
は
九
月
ご
十
九
日

午
後

－
時
か
ら
議
場
で
開
催
さ
れ
、
泊
病

院
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
及
び
臨
時
出
納

検
査
立
会
議
員
の
互
選
が
あ
っ
た
後
、

新
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
満
場
一
致

の
同
意
に
よ
り
町
長
よ
り
任
命
が
あ
っ
た

＠
泊
病
院
組
合
離
会
議
員

山
本
最
太
（
山
崎
）
大
野
砲
古
口
〈
野
中
）

渡
辺
秋
男

（境
）
関
谷
九
左
エ
門

（寓
崎

ひ

朝
日
町
体
育
大
会

一

十
一
月
一
－
一
目
、
文
化
の
日
、
恒
例
の
第

一

三
回
朝
日
町
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

日
時
十
一
月
三
日
、
午
前
九
時
開
会
雨

天
の
場
合
は
四
日
、
四
日
雨
の
場

合
は
中
止
す
る
。

泊
小
丸
山
公
開
グ
ラ
ン
ド

号

種会
三 二一目場

1①①①、

紺；地企三企二企一級地企六企:ti..企四総地採保錦
定区 年 苦手 年走区 d半 年 苦手走区点育人
対女男女 Y-J－！；；・!JJ 犬、j女男女剖女男対競国会
抗子子子子子子・抗 ニr子子子子子抗校演憤
背ご三二三二ご中二二三二二二小 技技
生ド名名ぞiz; ＊；名 字：本名名~~名 ~t~ 
陣、ー←－.一一ー一一 弘k 一一一 「一 一 校
関 12名－ 12名一
物予定作 、予 各
人組 一 二逃走－
O ニ C O 二 0
0 回 Ci 0 WI 0 
米 米米 米

周回

ニ
O
O米

14 第

）
弓
野
幸
太
郎
ハ
大
家
庄
〉
大
森
善
治
ハ

南
保
）
狩
谷
常
作
ハ
五
箇
庄
）

上
島
栄
作

（
泊
）
大
橋
米
太
郎
（
泊
）
木
村
源
策
（

泊
）
清
水
伝
平
（
大
家
住
）

＠
臨
時
出
納
検
査
立
会
議
員

水
下
留
吉
池
田
竹
次
郎
坂
口
松
次
郎

村
口
清
次

＠
教
育
委
員

援

東

久

松

（

泊

）

四

年

委

員

大
森
政
治
〈
南
保
）
三
年
委
員

大
久
保
五
郎
左
エ
門
ハ
大
家
庄
〉

四
年
委
員

二
年
委
員

一
年
委
員

大
平
勝
雄
〈
泊
）

野
田
隆
俊
（
宮
崎
）

前
二
十
五
才
以
下
男
子
四
名
言
句

企

女

子

四

名

『

8

翌
一
一
∞
∞
料
税
予
選
二
回

①
地
区
対
抗
男
子
重
量
運
搬
継
走

年
令
自
由
、
重
量
十
三
賀

参
加

一
O
名

決

勝

一
回

①
地
区
対
抗
女
子
水
汲
継
走

前
二
十
六
才
以
上
二

O
名

＠
地
区
対
抗
年
令
別
男
子
二
人
三
脚

継
走
（
四

C
C米）

満

二

十

五

才

以

下

＝

名

〕

全
二
十
六
才
以
上
三
十
五
才
＝
名
一名

企
三
十
六
才
以
上
四
十
五
才
二
名
（
8

全

四

十

六

才

以

上

二

名

」

各

一
組
一

O
C米
走
予
選
二
回

⑦
地
区
対
抗
年
令
別
男
子
八

O
O米

縦
走

一

尚

二

十

五

才

以

下

二

名

｝

一

人ハ」二
十
六
才
以
上
三
十
五
才
三
名
（
名

一

丘
三
十
六
才
以
上
凶
十
主
才
二
名
一
8
一

点

四

十

六

才

以

上

一

名

」

一

各
一

C
C
米
走
予
選
ニ
問

一

ゆ
地
区
対
抗
年
令
別
女
子
七

O
O米
一

維
定

一

間

二

十

五

才

以

下

二

名

〕

一

企
二
十
六
才
以
上
三
十
五
才
二
名
一名

一

全一
二
十
六
才
以
上
四
十
五
才
二
名
「
7

一

企

四

十

六

才

以

上

一

名

）

一

各
一

O
O米
定

予

選

二

川

一

十
月
一
日
午
前
十
時
よ
り
、
教
育
委
員

会
事
務
局
に
於
て
、
改
正
教
育
委
員
会
法

に
依
っ
て
、
新
た
に
朝
日
町
の
教
育
委
員

に
任
命
さ
れ
た
五
名
の
委
員
が
会
同
し
、

組
織
委
員
会
を
開
催
、
左
記
の
通
り
決
定刻

組新

教
織
育

委委

員
員

し
た
。
教
育
委
員
会
委
員
長

委
員
長
職
務
代
理
者

教
育
長

民
東
久
松

野
田
隆
俊

大
平
勝
雄

！ 企満
満⑮コー①

i女男 二地決干干地
十区勝」ームl三

！王壬五対 3才対
!oo 才抗以以抗
!O 0 以育上上女
l米半下年 分子
i走走女男八 五網

iヱ _o 才一ヱニO 一＿y
！ き語名益~~芝：回 』.，＿， 疋 』戸

5名 20名

＠
地
区
対
抗
男
子

一
、
五

O
O米

年
令
自
由
、

一
名
中
学
生
除
く

決
勝

参
加
規
定

二
種
目
以
上
出
場
で
き
な
い
。

朝

日

町

駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
月
二
十
八
日
第
三
回
朝
日
町
駅
伝
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
挙
行
さ
れ
る
。

出
発
、
笹
川
小
学
校
前
午
后

一
時

コ
l
ス

①
笹
川
｜
｜
宮

崎

①

宮

崎
｜
｜
境

①
境
｜
｜
宮
崎
①
宮
崎
｜
｜
八
幡
宮
前

①
八
幡
宮
前
｜
｜
五
箇
庄
小
学
校
前

＠
五
箇
庄
小
学
校
前

1
l簡
保
小
学
校

①
南
保
小
学
校
｜
｜
羽
入
入
口

①
羽
入
入
口
｜
｜
山
崎
支
所
前

①
山
崎
支
所
前
l
l
l
野
中
小
学
校
前

＠
野
中
小
学
校
前
i
！
大
家
庄
小
学
校
前

＠
大
家
庄
小
学
校
前

l
l
朝
日
町
役
場
前

昨
年
最
高
タ
イ
ム

大
家
庄
二
時
間
二
三
分
三
九
捗

H

V

H

Y

 

長
谷
景
治
選
手
。
郷
土
訪
問

);}. 
九
月
二
十
九
日
、
メ
ル
ボ
ル

ン
に
於
け
る
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
選
手
に
決
定
し
た
、
本
町

出
身
、
長
谷
景
治
討
は
大
阪
よ

り
上
京
の
途
中
泊
献
に
下
車
λ

郷
土
訪
問
を
行
い
、
日
選
手
の

後
援
会
に
対
し
謝
意
を
表
す
る

為
に
役
場
を
訪
問
し
た
。

本
町
で
は
、
町
長
飴
め
体
協

関
係
者
、
そ
の
他
有
志
が
集
ま

っ
て
歓
迎
会
を
開
催
し
、
長
谷

選
手
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に

於
け
る
泊
四
慨
を
激
励
し
た
。

長
谷
選
手
は
向
日
夜
行
に
て

上
京
、
合
宿
に
入
っ
た
。

工ト

{! 

lユ

魚
津
市
大
火
見
舞
に
つ
い
て

九
月
十
日
の
魚
津
市
の
大
火
に
際
し
町
民

各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
御
同
情
に
よ
る
見

舞
金
品
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
九

月
十
七
日
岡
市
長
に
対
L
送
達
致
し
ま
し

た
。町
名

病日平上中下栄来II II II II荒沼東南上宰本中大西中東西東新橋官温上泊野大山南五元笹宮境
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一分
れ
ま
す
が
輸
出
球
根
の
栽
培
者
は
別
に

一配
布
済
み
の
印
制
物
を
今

一
度
よ
く
見
て

一
優
秀
な
闘
場
に
し
て
下
さ
い
。

一

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
性
質
に
つ
い
て
考
え

玉
葱
の
定
植

一な
り
ま
し
た
。
玉
川
忽
の
外
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

一
て
眠
け
れ
ば
良
い
花
が
咲
く
も
の
で
す
0

．忌
認
の
幅広
州
が
連
れ
る
と
根
政
り
が
恕
く

一
に
も
適
用
で
き
ま
す
。

一

土
成
、
砂
質
成
土
で
あ
る
事
、
粘
土
質

同町訓
告
を
受
け
や
す
く
な
り
、

越
え
、
し
て
も
新
政
必
は
ク

ロ
ロ
T
－

Y
－

C
で
す
。

一
の
処
で
は
病
気
が
出
易
い
の
で
や
は
り
砂

球
は
充
分
肥
大
し
な
い
。
一
般
に
は
小
さ

主

と

し
て
示
本
科
の
雑
草
を
局
的
と
し

一
土
の
処
が
適
し
て
い
る
引
が
判
り
ま
す
。

レ
苗
恕
お
そ
削
除
え
せ
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
た
も
の
で
す
。
す
Y

め
の
て
っ
ぽ
う
、

一

私
一
回
真
白
く
な
る
迄
土
を
乾
陳
さ
せ

が
、
反
対
に
小
首
程
早
く
航
え
て
年
内
に
一す
ど
め
の
か
た
び
ら
の
外
は
－
一
べ
、
い
ぬ

一
る
と
病
気
の
出
か
た
が
少
な
い
か
ら
で
す

根
張
り
を
よ
く
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

た
で
、
み
ち
ゃ
な
ぎ
等
の
怒
草
は
防
止
出

一

肥
料
、
有
機
質
肥
料
は
大
切
な
の
で
す

苗
の
大
き
さ
は
長
さ
八
寸
J
一
尺
、
根
元
来
ま
す
。
使
用
方
法
は

一
が
良
質
の
も
の
で
あ
る
事
が
肝
要
で
す
。

の
庇
径
二
分
伎
で
一
本
の

H
万
が
一
匁
の
侭
侃
時
で
効
果
が
あ
り
ま
ず
か
ら
十

一
一完
熟
唯
肥
で
す
。
大
体
肥
料
と
し
て
は
米

も
の
が
最
も
良
い
。
大
き
過
ぎ
る
と
烈
春
一月
下
旬
か
ら
ね
円
前
一
週
間
前
、
三
月
一卜

一熱
な
も
の
が
禁
物
で
す
。

ト
ウ
〆
チ
す
る
。
過
大
苗
は
別
に
植
え
て

－句
か
ら
四
月
上
旬
で
す
。

・

鉢
艇
や
観
賞
用
の
方
は
特
に
肥
料
を
考

誕
玉
川
忽
と
し
て
利
川
す
る
と
良
い
。

玉

器

使

川
盆

反
抗
ニ
O
O
瓦
t
五
O
O瓦
一
え
ら
れ
な
レ
方
が
安
全
で
す
球
根
の
中
に

は
酸
性
に
弱
い
か
ら
楠
刊
に
は
必
ず
反
当

－を
水
五
斗

t
六
斗
に
良
く
混
合
し
て
乳
剤
一
は
立
派
な
花
を
咲
く
だ
け
の
費
分
が
あ
る

ゐ
灰
二

0
1一一一
O
〆
ま
い
て
整
地
す
る
。
と
し
て
噴
器
器
で
撒
布
す
る
。

・

一も
の
で
す
。

肥
料
は
反
当
堆
肥
一
一O
O
〆
以

上

施

す

。

低
温
時
で
す
か
ら
農
薬
が
沈
積
し
て
研
一
植
付
の
時
期
は
九
月
の
下
旬
か
ら
早
い

成
分
と
し
て
窒
素
凹
〆
隣
酸
三
〆
加
里
四
る
場
介
は
瓶
の
ま
L
ぬ
る
ま
湯
に
入
れ
て

一方
が
良
レ
の
で
す
が
準
備
が
出
来
て
い
な

〆

を

施

す

。

充

分

と

か

し

て

よ

く

振

っ

て

か

ら

水

に

て

一

け

れ

ば

十

月

中

な

ら

結

構

で

す

。

玉
認
は
性
抗
上
あ
ら
く
植
え
て
も
た
い
し
薄
め
て
使
則
す
る
注
意
が
大
切
で
す
。

一
球
根
の
入
手
が
遅
れ
た
方
な
ら
十
一
月

て
大
き
さ
に
変
り
が
な
い
も
の
で
あ
る
か

新

し

い

食

薬

で
す
か
ら
使
用
に
は
充
分

一中
で
も
花
は
咲
き
ま
す
。

ら
五
寸
四
方
に
倣
え
る
憾
に
し
て
密
悔
す
な
研
究
の
上
使
用
が
必
婆
で
す。

一

輸
出
球
根
の
栽
培
は
今
後
有
望
で
す
。

る
－

w百
本
位
の
簡
を
必
裂
と
し
ま
す
か
使
用
作
物
の
範
囲
も
段
々
広
く
な
る
と

一反
収
は
十
万
円
と
云
わ
れ
る
作
物
で
す
。

ら
苗
の
撚
備
を
し
て
下

さ

い

。

考

え

ら
れ
ま
す
が
薬
の
容
の
出
る
作
物
も

一

普
通
で
も
六
万
円
は
楽
で
す
、
跡
固
に

・
短
悦
の
時
制
は
十
一

月
十
日

t
十
五
日
あ
る
も
の
と
し
て
撒
布
し
て
下
さ
い
。
一
水
稲
が
栽
培
出
来
ま
す
。
特
に
外
貨
の
獲

が
良
レ
。

一号
す
る
乍
吻
で
す
、
花
を
見
な
が
ら
の
農

一－

y
j

・、

7

一チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
槙
の
植
付
け

一
f

｛

除
草
は
玉
恕
栽
培
に
は
一

五
タ
て
す
カ
ふ
一

一業
こ
そ
理
想
な
農
業
経
嘗
で
す
。

後
は
新
し
し
i

能
楽
が
出
ま
し
た
の
で
楽
に

一

輸
出
球
根
の
栽
培
と
観
賞
用
の
栽
培
に

一

l
o
in
H
U
H－
H
I
nHHHHHPI
t
y
h
H
H
MI
n－
n川
リ
リ
I
H
IH
H
H
V
A
V
A
HH
U
－－
r
l
MMHHHVI
M
－

u
u
Hu
y
n
v
AH
H
H
H
V
A
YA
H
H
h
y
A
n
w
t
n
HU
VEA
U
Y
A
H
U
NV
RAV
En
H
M
V1
0

米

の

配

給

制

度

が

一

内
地
生
七
分
挽
一

O
庇
七
六
五
円

富

山

県

科

学

展

に

全

学

年

変

り

ま

し

た

一

語

地

問

山

全

白

一

∞

町

内

町

∞

附

入

賞

の

犬

家

庄

小

学

校

本
年
十
月
一
臼
か
ら
米
の
配
給
制
度
が

一

（
と
丹
精
度
の
相
違
に
よ
っ
て
配
給

変
り
ま
し
た
。

一

基
準
監
は
変
更
さ
れ
な
い
〉

一＠
希
望
配
給
に
つ
レ
て

－

1
配
給
立
基
準
註
の
十
日
分

2
種

類

内

地

米

〈
希
望
に
よ
り
外
米
も
可
）

3
価

椅
内
地
米
七
分
捕
一

O
斑
七
八
五
円

〈
山
河
合
自
の
場
合
は
一

O
庖
に
つ
き

二
五
円
高
の
見
込
〉

昭和31年1り月15日発行ひさあ号14 

①
謀
本
配
給
に
つ
い
て

－
基
準
盤

一
人
一
日
三
一
六
五
瓦

〈
従
来
の
作
令
別
は
廃
止
）

2
配
給
H
数

十

日

分

（
う
ち
指
定
外
米
二
日
以
内
）

（
木
県
は
十
月
分
に
限
り
内
地
米
で

十
日
分
）

3
価

絡

第(3) 

科
学
教
育
で
知
ら
れ
る
大
家
庄
小
学
校
は

昭
和
二
十
二
年
以
来
地
域
の
生
産
に
マ

ッ

チ
し
た
稲
の
研
究
を
中
心
と
し
て
着
実
な

研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
去
る
十
二
日
か

ら
富
山
市
で
開
か
れ
た
県
科
学
展
に
そ
の

成
果
を
発
表
し
全
学
年
入
賞
の
栄
誉
を
う

け
た
。
こ
れ
は
県
下
で
＆
稀
に
見
る
と
こ

ろ
で
朝
日
町
の
誇
り
で
あ
り
愛
場
校
長
長

津
教
諭
を
中
心
と
し
て
地
域
に
則
し
た
課

題
を
と
り
あ
げ
科
学
す
る
こ
ど
も
の
尊
い

ヘO
，

£

－h
 

ぅ

4．．
 

相
川ぜ
れ
持

研
究
の
賜
で
今
後
の
研
究
成
果
に
一
段
の

期
待
が
ょ
せ
ら
れ
て
い
る
。

因
み
に
今
回
の
研
究
出
口
聞
は

一
年
は
な
あ
つ
め

二
年
は
な
だ
よ
り

一
二
年
お
米
の
出
来
る
ま
で

四
年
水
温
と
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

五
年

山
の
雲
と
天
気
予
報

六
年
私
た
ち
の
開
墾

活
況
を
呈
し
た

南
保
小
学
校
プ

I
Y

朝
日
町
唯
一
の
プ
ー
ル
と
し
て
日
本
の
ホ

ー
プ
長
谷
選
手
の
泳
い
．
た
簡
保
小
学
校
．ア

ー
ル
は
今
夏
非
常
な
活
況
を
見
せ
た
。
こ

ど
も
の
水
泳
誕
礎
訓
練
の
場
と
し
て
南
保

校
は
勿
論
町
内
各
校
が
宿
泊
ま
で
し
て
こ

れ
を
活
用
し
泳
げ
な
い
こ
ど
も
が
少
く
な

り
事
故
防
止
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

ま
た
青
い
矛
れ
い
な
水
の
あ
ふ
れ
る
．
ア
ー

ル
は
川
や
海
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
大
人

た
ち
に
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
利
用
さ

れ
防
火
用
水
に
も
な
り
町
内
各
校
下
に
一

つ
は
是
非
ほ
し
い
と
の
声
が
し
き
り
に
聞

か
れ
た
。
尚
今
夏
六
月
下
旬
か
ら
九
月
下

旬
に
至
る
利
問
者
は
学
童
延
二
＝
、
四
五

泊
公
民
舘
の
女
化
祭

十
一

月
四
日
（
午
後
〉
琴
曲
大
会

正
派
泊
会
氷
見
社
中
於
泊
高
校

十
一
月
六
日
〈
従）

俳
句
会

稲
一
杏
吟
社

於

泊
公
民
館

十
一

月
七
日
〈
夜
〉
訴
曲
大
会

雲
林
会
於
泊
丸
公
民
間

十

一
月
九
日

ハ夜

）

短

欧
会

泊
短
歌
会
於
泊
会
民
舘

十

一
月
十
日

t
十
一
一
日
（
恩
夜
）

写
真
展
覧
会

来
会
後
援
於
泊
公
民
舘

十

一
月
十
八
日
（
毘
夜
〉

演
劇
発
表
会
、
泊
演
劇
研
究
会
、
泊
高

校
演
劇
研
究
会
、
朝
白
青
年
演
劇

会

於
泊
高
校

ニ01
0 人
人 大
に人
達一し、
て七
い 七
る 0
0 人

で
計

五



(4) 

昭

和

三

十

一

年

十

月

十

六

日

よ

り

十

月

一

徐

行

不

履

行

四
件

二
十
五
日
迄
の
十
日
間
、
全
同
｝
高
に
秋
一
無

免

許

三
件

季
交
通
安
全
巡
動
が
災
施
さ
れ
ま
す
。
こ

一
追

越

不

適

当

三

件

れ
は
俗
年
毎
年
悦
山
一
の
発
生
が
附
え
悔
い

一脇
見
運
転
者

三
件

人
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
一小
路
か
ら
大
通
り
の
飛
出
し
二
件

の
始
ど
は
迎
．
除
去
、
砂
行
部
仰
が
い
よ
み
少
し
一踏
切

一
時的
w
t違
反

｝

一

件

山
窓
し
℃
お
ら
れ
L
ぱ
防
げ
る
も
の
で
あ

一日
動
車
の
直
前
脱
出
m

一
件

り
ま
す
。

・
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
発
生
時
刻
を
見
る

そ
こ
で
巡
転
汗
及
び

一
般
の
汗
さ
ん
に
一
と
午
前
十
一
時
頃
よ
り
午
后
五
時
頃
が
最

正
し
い
交
通
の
あ
り
万
に
つ
い
て
再
縦
認

一も
多
く
十
四
件
を
ぶ
し
て
い
ま
す
。

し
て
民
全
、
交
通
事
政
を
一
一
件
で
も
同
ら

－

こ
の
隊
に
多
く
の
接
性
者
が
出
て
お
り

し
符
い
生
命
全
守
る
為
に
持
焦
が
主
体
と
ま
す
が
弘
注
は一

日
た
り
と
も
道
路
を
歩

な
っ
て
、

A
h
川
一
斉
に
こ
の
迎
州
が
行
わ

－
か
な
か
っ
た
り
、
日
動
市
平
等
に
乗
ら
ず
に

れ
る
の
で
ら
り
主
す

。

い

リ

の

と

・

に

い

4
ニ
と
は
川
市
栄
ま
せ
ん
。

今
附
和
一一一
十
一
山
小

一
け
よ
り
h

内
川
辺
の

へ

J

か
ら
次
の
が
引
を
よ
〈
守
っ
て
、
交

半
年
間
に
A
h
川
で
叫
今
、たい徒
一必
山
伊
仙
川
の
状

油
市
山
守口
片
し
た
り
し
は
い

よ
う
い
刊
窓
い

況
を
は
去
す
と
。

に

し

主

し

ょ

4
。

の
自
動
引
は
点
、
人
は
わ
れ
の
対
一
向
必
過
を

，刊
行
し
去
し
よ
A
2

昭和~H年10 月 15 日発行ひ
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冗
一

O
件

さ

直至i
…
交
通
安
全
運
動
の
実
壮
一

四
月三

宍0・じっ
}L }¥ 
,,, ＜ア
fl u 

あ
口
庁
J14 第

は
止
ま
っ
て
見
ま
し
ょ
う

品
別
酒
を
飲
ん
だ
時
は
絶
対
自
動
車
を
運
転

し
な
い
よ
4
に
し
ま
し
ょ
号

＠
前
の
常
事
を
追
越
す
と
き
は
必
ず
瞥
笛
を

鳴
ら
し
注
意
を
与
え
、
前
の
車
が
避
け

る
の
を
見
届
け
て
か
ら
追
越
し
ま
し
ょ

ヤフ
＠
自
動
市
平
を
運
転
す
る
前
に
必
ず
、
ブ
レ

ー
キ
廻
り
、
ハ
ン
ド
ル
姐
り
等
に
畝
障

が
な
い
か
確
め
て
か
ら
出
ま
し
ょ
う

＠
見
透
し
が
思
い
場
所
、
雑
踏
の
場
所
、

交
叉
点
等
は
懲
簡
を
鳴
ら
し
徐
行
し
て

通
り
ま
し
ょ
4

＠
道
路
に
自
転
車
や
荷
車
、
店
の
前
等
に

品
物
を
出
す
こ
と
は
通
行
の
邪
ま
に
な

り
ま
す
か
ら
今
す
ぐ
片
付
け
ま
し
ょ
う
一

入
停
聾
’M京
宮

申
告
書
は
出
土
し
た
か

朝
日
町
の
人
口
動
態

（
昭
和
一
一
二
・
九
〉

生

企
出向目上

杉
淳
子

魚
津
敦
子

川

上

映

大
谷
健
司

野
中
小
川
幸
治

小
林
雅
美

境水
上
敏
弘

五
ケ
庄

消
水
奨
智
・
ナ

犬
家
庄

井
口
幸
技
消
水
悦
子

宮
崎
前
川

功

佐

田

守

山
崎
久
保
田
智
恵
子
蓬
沢

笹
川
竹
内
啓
宮

南
保
吉
田

克

弘

長

崎

悟

企

死

亡

泊竹
中
り

よ

谷

川
つ
よ

山
田
与
吉
中
村
つ
る

南
保
吉
田
俊
弘

米
丘
り
て

近
藤
郁
子

宮
崎
松
本
ゃ
う
浜
田
ハ
ギ
コ

玉
ケ
庄

沢
田
れ
い

笹
川
小
林
い
と

犬
家
庄

西
国
健
太
郎

山
崎
九
里
作
一

脇
山
悦
子

山
崎
肌
子

上
沢
和
志

寺

田

正

小
川
真
由
美

根
政
康
雄

水
野
直
美

叫
際
条

枠
制

古

市

寛

田
中
裕
子

佐
道
隆
己

水
・
凶
敏
悟

修米
国
幸
次
郎

吉
江
佐
兵
衛

近
藤
ち
い

近
江
す
H
A

年
度
第
四
次

昭
和
三
十
一

陸

上

f
f
・
－
：
・：

海
上
自
衛
官
募
集

航

空

，」I
d

－
－J
J
d

採
用
人
員

陪

上

約

七

O
O
O
名

海

上

約

九

O
O名

航
空

約
コ
一

O
O名

応
募
資
絡

昭
和
七
年
三
月
二
日
か
ら
昭
和
十
四
年

三
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
で
新
制

中
学
卒
策
程
度
の
学
力
を
有
し
心
身
健

全
な
者

待
遇被

服

食

事
支
給
、
白
内
（
艦
内
〉

居

H
ば
。
最
初
は
二
等
陸
、
海
、
立
士
と
し
て
探

用

〈月
額
約
六
、
C
OO
円
）
す
る
が

順
次
昇
進
で
き
る
。

受
付
期
間

九
月

一
日

ハ土
）
か
ら

十
二
月
十
五
日
（
七
〉
ま
で

志
願
手
続

志
願
案
内
を
見
た
上
守
役
場
又
は
支
所

に
申
込
む
こ
と
。
志
願
案
内
、
志
願
漂

は
役
場
、
支
所
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
は
総
務
課
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

E害要型事

秩
の
取
入
れ
の
真
最
中
に
、

知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
県
民

の
終
判
は
下
さ
れ
、
新
人
古
田

宍
氏
を
知
事
に
迎
・
え
て
、
県
政

に
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
に
な

っ
た
。

今
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
す
る
基
本

選
挙
人
名
簿
は
、
有
資
格
者
の
皆
様
よ
り

花

一行

①
直
路
で
の
ポ
1
ル
投
げ
や
、
蝿
飛
び
遊
一
選
挙
資
格
者
申
告
を
出
し
て
裁
い
て
、
只

傷

訴

び

は

や

め

・

ま

し

ょ

う

一

一
今
調
製
中
で
あ
り
ま
す
。

抗

弁

詞

①

幼

い
子
供
さ
ん
の
一

人
歩
き
は
危
険
で

一

一
一
億

一
千
二
川
何
万
七
千
円
と
な
っ
て

．

十
か
ら
誌
を
つ
け
ま
し
ょ
う

て
」
の
名
簿
は
来
る
十
月
三
十
一

日
ま
で
に

お
り
こ
れ
を
一
川
・
千
均
に
見
る
と
’吊りは

の
臼
動
車
の
す
ぐ
前
や
、
す
ぐ
後
を
横
切

一出
来
上
り
ま
す
。

一

発

生

件

武

一

一
つ
つ
件

る

こ
と
は
危
い
か
ら
止
め
ま
し
ょ
う

一有
資
格
者
の
中
で
ま
だ
申
告
し
て
居
ら
れ

一

死

長

一

L
れ

ほ
道
を
繊
切
る
と
を
は
よ
く
見
て
か
ら
し

一

一

一な
い
方
が
あ
hv
ま
し
た
ら
今
す
ぐ
朝
日
町

一

g

d

二
1
1

0

け

乏

し
ょ
4

一

一

札判
明
リ対

六

二

…

川

河

心

U
松
本
に
乗
っ
た
と
き
は
道
路
の
山
側

一役
喝
又
は
支
所
の
刀
へ
巾
告
舟
を
出
し
て

一

・
と
い
う
%
に
な
釣
込
た
っ
て
お
り
怖心
不

の

な

一
列
に
な
っ
て
通
り
ま
し
ょ
う

山下
さ
い
c

一

川
問
に
比
べ
一一八
%
の
川
ー
と
な
ぺ
て
いA
A
n転
引
の
二
人
乗
り
は
危
険
で
・
す
か
ら

一名
簿
が
出
来
上
り
ま
す
と
次
の
期
間
皆
微

－

り
ま
十
。

ιH
め
ま
し
ょ
・ヲ

一一
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

入
山内
町
一M
M
川抗日
行
内
の
川町利
一ペ
ド

一
年

一

ψ
伐
問
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
必
ら
ず
電

一

月
よ
り
九
守
三
十
月
一巡
の
状
九
は

り
を
つ
け
ま
し
ょ
う

一

縦
肢
の
期
間

発

生

件

数

一

・

じ
件

バル
－踏
切
を
通
る
と
き
は
必
ず

一
度
止
っ
て

↑

十
一

月
五
日
か
ら
十
五
日
問

先

行

一

行

汽

取

が

来

な

い

か

見

て
か
ら
通
り
ま
し
一
縦
慌
の
場
所

傷

者

二

三

名

一

ょ
う
、

一一

朝
日
町
役
窃

守
あ
り
昨
年
同
期
よ

η
も
上
担
っ
て
お
り

一

響
詩
門
機
が
鳴
っ
て
い
な
い
と
き
遮
断
機

一

日

こ
れ
を
原
因
別
に
す
る
と

一

が
降
り
て
い
な
い
と
主
で
も
必
ず

一
度一

合
風
の
彼
醤
は
祭
外
大
き
く
、
挫
作
の

期
待
は
、
は
ず
れ
た
が
、
平
年
作
を
下
廻

ら
ぬ
牧
量
と
あ
っ
て
は
、
先
は
上

。々

今
江
村
閥
村
三
百
年
祭
の
式
典
dm、
町

一村
合
併
の
し
こ
り
に
、
な
か
／
＼
話
は
ま

一と
ま
ら
ぬ
ら
し
い
。
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